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 ■問い合わせ先
　 市立病院総務課　 （0857）37－1522

　みなさんはじょく創という病気について
ご存知でしょうか。じょく創とは、いわゆ
る寝たきりの高齢者に多い皮膚の傷、床ず
れのことをいいます。じょく創は、一個所
に持続的に圧迫が加わることによってその
部分の皮膚の血流が悪くなって、皮膚が死
んでしまうことによって起こります。では、
どれくらいの時間、圧迫が加わればじょく
創になるのでしょうか。答えは寝ている状
態では約2時間、座っている状態では約20
分です。一旦じょく創ができると、ひどい
傷では治療のために手術を必要とすること
もあり、治るまでに何カ月もかかる場合も
あります。できるときはあっという間です
が、治療には根気が必要となります。
　現在、鳥取市は人口約20万人に対し、要
介護認定をうけている高齢者は6564人（平
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じょく創の予防
成17年 2月現在）、このうち、最も介護を
必要とする要介護５に認定されている人は
800人近くおられ、自宅で介護を受けてい
る人もいます。
　実際に行っている予防策としては、じょ
く創予防のベッドなどの使用があり、これ
らは介護保険が利用できます。当院でも、
じょく創回診を定期的に行い、看護師、医師、
栄養士、理学療法士が協力してじょく創の
治療、予防について取り組んでいます。将
来的には、リスクの高い患者様のご家族へ
のアドバイスも行っていきたいと考えてい
ます。しかし一番の予防はしっかり体を動
かして、生き生きとした毎日を過ごすこと
でしょう。
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優秀論文発表賞受賞！　
　映像・情報メディ
ア学会関西支部にお
いて、情報システム
学科の中

なか

村
むら
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さん
が発表した論文が、
優秀論文発表賞に選
ばれました。受賞論
文のテーマは「画像
認識システム」。これは、車の自動運転化を実現する
ため、画像から情報を認識するシステムで、車に積ん
だカメラから画像情報を収集し、色や形をコンピュー
タに学習させ、道路標識を認識させるものです。
　しかし、これまでの研究では画像の端や複数のもの
は、なかなか認識できませんでした。そこで中村さん
は、情報捕捉網を４分割する方法を共同で考案。それ
が評価され、今回の受賞となったものです。

　環境問題や企業・地域社会が抱える問
題などについて、チームで取り組むプロ
ジェクト研究。1・2年次は学科の枠を
越えた学生 6～ 7人のチームで、3・4

年次はそれまで養ってきた知識・経験を生かし、学科
別で専門的かつ実践的な研究活動を行います。専門知
識を深めることはもちろん、社会で役立つ実践的なコ
ミュニケーション能力、プレゼンテーション能力、実
行力を養います。

廃材と倒木だけでＥ
エ コ

ＣＯ茶室を建築

   建築プロセスと身近な素材で、
芸術的な空間の創造について体
感して学ぶことを目的に、工務店
から出された廃材や倒木などを
利用し、「茶室」を建築しました。
循環型社会に適応した建築のあり方を模索するため、
部材は全て再利用できる廃材などを使用。茶室は、そ
の小さい空間の中で無限の広がりと緊張感がみごとに
バランスされています。また、大きさも２畳程度と手
ごろで、建築とデザインを学ぶには最適。学生たちは

今までに、実際の建物を造
った経験はありませんでし
たが、部材を接合する「ほ
ぞ」の部分などの加工に苦
労しながら、１・２年生を
中心に約６カ月かけ完成さ
せました。
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■問い合わせ先
　入試広報課

　 （0857）38-6720

8月 6日（土）・7日（日）
オープンキャンパス開催！！


